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日本の森林は国土の約3分の2を占めており，古くからその資源は建築や木製品，紙の原料，薪や炭
などによるエネルギー源として活用されてきた。近年では，木質バイオマスによる発電利用も増加して
おり，そのカーボンニュートラルな特性から注目されている。日本は多くの資源を国外に頼らざるを得
ない状況を考慮すると，森林資源は持続的な供給源として大いに可能性を秘めていると言えよう。
森林資源の様々な用途の中で，化学原料への転換においては，木質バイオマスから製品までの各プロ

セスにおいて化学工学を基盤とした要素技術が不可欠である。また，森林資源を活用した総合的なプロ
セスを社会実装するためには，主に石油精製，石油化学の分野から産業の発展に貢献してきた化学工学
が重要な役割を果たすとともに，新たな産業へとつなぐハブとしての役割も期待される。
本特集では，木質バイオマスを資源化するための技術から，社会実装に向けた構想まで，国内で進行

中の森林資源の活用に関連する動きを紹介する。
（編集担当：永宮祐子・河野充宏）†
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森林は，CO2 を吸収・固定することで，地球温暖化防止

に貢献する。その有効利用は，カーボン・ニュートラルの
実現に向けて石油，石炭，天然ガスなどの化石資源が使え
なくなる中で，化石資源ベースからバイオマス資源ベース
の社会経済への移行を促す。特に国産のバイオマス資源の
活用は，自給率の向上を通じて日本の経済安全保障に役立
つ。地方に多く賦存する森林資源の活用は，林業や木材産
業を活性化し，所得や雇用を創出することで，わが国の積
年の課題である地方創生を実現する。さらに，森林資源の
適切な管理は，山林の浸食防止や崩壊防止，洪水緩和，水
資源貯留，水質浄化，森林文化の醸成など，多様な恩恵を
国民にもたらす。

日本は，国土の3分の2を森林が占める森林資源大国で
ある。森林の多面的な機能や効果を高度かつ持続的に発揮
させるためには，天然林や自然林など多様な森林がバラン
スよく形成されるよう取り組みを進めることが必要である。
国が定める「森林・林業基本計画」でも，森林の望ましい姿
とその姿への誘導の考え方を示しており，特に自然的・社
会的条件が良く，林業に適した森林では，主伐後の植栽に
よる確実な更新により資源の循環利用を推進すると明記し
ている。

しかしながら，日本の林業は，脆弱な林業経営の改善が
必要と長年にわたり指摘されているが，一向に改善されて
いない。プラチナ構想ネットワークは，この状況を打破す
るためには大きなパラダイムシフトが不可欠と考え，「プ
ラチナ森林産業イニシアティブ」を立ち上げ，会員の99団

体・者と連携して活動を行っている。
その基本的な考え方は，新しく大きな木質バイオマス需

要を見せることで供給側（森林・林業）を刺激し，森林・林
業の革新（ゲームチェンジ）を引き起こそうというものであ
る。建材やパルプ，燃料などの従来型の需要に加え，新た
な需要としては，「バイオマス化学（木質バイオマスのプラス

チックなど化成品の原料化）」と「木造都市（非住宅建築物の木造化・

木質化）」に注目した。大きな需要を示すことで，他分野か
らのプレーヤーの参画を含む森林・林業の革新を促し，「森
林循環経済（木を伐って→使って→植える）」の実現を目指して
いる。

以下では，「森林循環経済」の重要な3つの要素である
「バイオマス化学」「木造都市」「森林・林業の革新」を取り
上げ，その考え方や活動の状況を報告する。
 

 
まず注目している木質バイオマスの新規需要は，石油化

学からバイオマス化学への転換で発生する需要である。
カーボン・ニュートラルの実現に向けて，2050年時点で
化石資源はほとんど活用できなくなる。これは燃料として
だけでなく，原料としても同様である。一方で，プラスチッ
クをはじめとする化成品に対する需要は引き続き旺盛であ
ろう。化成品のリサイクル徹底に加え，新規の製造は石油
原料から木質系などバイオマス原料（バイオマス原油）から
の生産が期待される。経済産業省も，化学産業の製造過程
における必要エネルギーの脱炭素化に向けた「燃料転換」に
加え，原材料を化石資源からリサイクルやバイオマスにす
る「原料転換」実現を目指している。

廃プラスチックリサイクルは，国や業界団体がマテリア
ルリサイクルやケミカルリサイクルを積極的に推進してお
り，化学会社も積極的に関連技術の開発を行っている。た
だし，依然として自治体ではサーマルリサイクルが主体
で，廃プラの分別回収が課題となっている。今後の展開で
は，製油所やナフサクラッカーなど既存の石油化学コンビ
ナート設備の活用や，廃プラ発生源に近いところで小型プ
ラントを整備し，分解油の形状で臨海部の石油化学コンビ

1．はじめに

2．石油化学からバイオマス化学への転換
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